
「新しい天と新しい地」           2019 年 10 月 10 日 

ヨハネの黙示録 21 章 1 節～8 節 わたしはまた、新しい天と新しい地を見た。最初の 

天と最初の地は去って行き、もはや海もなくなった。更にわたしは、聖なる都、新しいエ

ルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように用意を整えて、神のもとを離れ、天から下

って来るのを見た。そのとき、わたしは玉座から語りかける大きな声を聞いた。「見よ、

神の幕屋が人の間にあって、神が人と共に住み、人は神の民となる。神は自ら人と共にい

て、その神となり、彼らの目の涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、

もはや悲しみも嘆きも労苦もない。最初のものは過ぎ去ったからである。」 

すると、玉座に座っておられる方が、「見よ、わたしは万物を新しくする」と言い、ま 

た、「書き記せ。これらの言葉は信頼でき、また真実である」と言われた。 また、わたし

に言われた。「事は成就した。わたしはアルファであり、オメガである。初めであり、終

わりである。渇いている者には、命の水の泉から価なしに飲ませよう。勝利を得る者は、

これらのものを受け継ぐ。わたしはその者の神になり、その者はわたしの子となる。しか

し、おくびょうな者、不信仰な者、忌まわしい者、人を殺す者、みだらな行いをする者、

魔術を使う者、偶像を拝む者、すべてうそを言う者、このような者たちに対する報いは、

火と硫黄の燃える池である。それが、第二の死である。」 

 

神の命に溢れた新しい天と地が到来した時、「天も地も、その御前から逃げて行き、行 

方が分からなくなった（黙示録 11：11b）。」神に敵対する人たちが頼りにしていた天地は

消滅した。また、「死も陰府も火の池（ゲヘナ）に投げ込まれた（11：14a）。」死も陰府

も消滅した。その時、ヨハネは、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花

嫁のように用意を整えて、神のもとを離れ、天から下って来るのを見た。そして、玉座か

らの大きな声を聞いた。「見よ、神の幕屋が人の間にあって、神が人と共に住み、人は神

の民となる。神は自ら人と共にいて、その神となり、彼らの目の涙をことごとくぬぐい取

ってくださる。もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない。最初のものは過ぎ去

ったからである。」「新しい天と新しい地」である。神の幕屋は、キリストの体なる教会、

神と人が共にある所である。そこでは、神に目の涙をぬぐわれ、悲しみも嘆きも苦労もな

い。罪にまみれた世界が過ぎ去り、神と人が共生する「神の国」が到来した。『ヨハネ黙

示録』の核心的なメッセージである。 

「すると、玉座に座っておられる方が、『見よ、わたしは万物を新しくする』と言い、 

また、ヨハネに『書き記せ。これらの言葉は信頼でき、また真実である』と言われた。」 

更にヨハネに、「事は成就した。わたしはアルファであり、オメガである。初めであり、

終わりである。渇いている者には、命の水の泉から価なしに飲ませよう。勝利を得る者は、

これらのものを受け継ぐ。わたしはその者の神になり、その者はわたしの子となる」と言

われた。神は初めから終わりまでを支配し、信仰を受け継ぐ者には神が命の水の泉から値

なしに飲ませ、終末時における全き救いを与えると明言された。しかし、不信仰な者たち

に対する報いは、神との関わりを切られた第二の死、火と硫黄の燃える池である。 

 ヨハネは、迫害に苦しむキリスト者たちに伝えたかった究極の救いを描き出している。

苦難に耐える力は希望である。ヨハネは「新しい天と新しい地」の神と共にある素晴らし

い救いの幻を伝え、この希望に生きよと励ましているのである。 


